
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 十三小では、毎日、子どもたちが楽しく過ごし、勉強

や遊びに取り組んでいます。５０年前の十三小はどうで

あったのか、当時の１日を調べてみました。 

 

 比べてみると、 

 ・１時間の授業が４０分 

・朝の登校時間が遅い 

・４時間目の終わりの時間や掃除の時間が違う 

など、いろいろと一日の生活の仕方が違っていることが

分かりました。また、今では週５日の登校日が当たり前

となってきていましたが、当時は土曜日も３時間の授業

が毎週行われていたことが分かりました。 

 

 来年度より小平市立の小学校では、年８回の土曜授業

日が始まります。十三小では、そうした中でも子どもた

ちが元気に楽しく過ごせるよう取り組んでいきます。 

( １年 担任 )  

 

 右の表は、開校当時の

時程表です。昭和４３年

は、授業時間が４５分だ

ったことが分かります。 

 ただし、１１月から３

月末までは冬時程なって

いて、登校時刻が２０分

遅くなっています。 

（次のページへ） 

 

 

 

時代とともに 

変わるもの 変わらないもの 

５０周年に向けて、各学年から記事を特集していきます。

今回は１年生です。ぜひご覧ください。 



 ところが、昭和４９年の時程表では、１時間が

４０分になっていることが分かります。ただし、

通年となっていますので、冬時程はなくなった 

ようです。 

 

 そのとき、そのときで、時程一つをとっても、

様々な工夫がされてきたことが分かります。 


